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巻
の
四
十
七

　
市
総
合
計
画
に
も
掲
げ
ら
れ

て
い
る
市
道
南
北
線
は
、
長
船

町
土
師
と
邑
久
町
山
手
を
結
ん

で
、
既
存
道
路
と
連
結
す
る
延

長
約
４
　
の
基
幹
道
路
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
地
内

に
は
、
福
里
遺
跡
（
長
船
町
土

師
）、
大
谷
口
遺
跡
（
長
船
町

土
師
・
邑
久
町
北
池
）、
北
池

向
遺
跡
（
邑
久
町
北
池
）、
山

田
辻
畑
遺
跡
（
邑
久
町
山
手
）

の
４
つ
の
遺
跡
が
所
在
し
て
い

ま
す
。
遺
跡
の
時
期
は
弥
生
時

代
か
ら
中
世
で
、
内
容
は
集
落

遺
跡
や
散
布
地
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
工
事
計

画
地
内
に
所
在
す
る
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
実
施
し
、
遺
跡
の
記

録
保
存
を
行
う
目
的
で
「
瀬
戸

内
市
道
南
北
線
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
、

昨
年
10
月
か
ら
今
年
８
月
ま
で

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
４
つ
の
遺
跡
は
、
か
つ
て
福

里
遺
跡
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
遺

跡
は
今
ま
で
発
掘
さ
れ
た
こ
と

が
な
く
、
こ
の
た
び
の
調
査
で

初
め
て
発
掘
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

●
大
谷
口
遺
跡

　
邑
久
町
北
池
集
落
か
ら
長
船

町
宮
下
集
落
へ
通
じ
る
峠
道
の

東
側
、
長
さ
４
０
０
　
、
幅
70

 
の
範
囲
の
細
長
い
谷
部
に
所

在
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
20

カ
所
の
調
査
区
を
設
け
調
査
し

た
結
果
、
遺
跡
中
央
部
で
建
物

の
柱
穴
、
大
溝
を
検
出
し
ま
し

た
。
遺
物
も
今
か
ら
約
２
千
年

前
の
弥
生
時
代
中
期
の
弥
生
土

器
や
石
器
、
古
代
か
ら
中
世
の

須
恵
器
を
中
心
に
し
た
土
師
器
、

陶
磁
器
な
ど
コ
ン
テ
ナ
箱
に
し

て
約
40
箱
を
出
土
し
ま
し
た
。

　
特
殊
な
遺
物
と
し
て
は
、
須

恵
器
の
硯
片
や
須
恵
器
窯
の
ワ

ラ
状
の
繊
維
が
入
っ
た
窯
壁
片

が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
硯

は
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
国
指
定

史
跡
の
寒
風
古
窯
跡
群
（
牛
窓

町
長
浜
）
や
須
恵
廃
寺
（
長
船

町
西
須
恵
）
な
ど
、
今
回
を
含

め
５
件
の
出
土
例
が
あ
り
ま

す
。
生
産
地
か
寺
院
な
ど
政
治
・

文
化
的
遺
跡
の
み
で
出
土
し
て

お
り
、
当
遺
跡
の
性
格
を
考
え

る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
。

　
今
ま
で
遺
跡
周
辺
部
で
は
須

恵
器
窯
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
窯
壁
の
出
土
か
ら

遺
跡
の
左
右
の
丘
陵
斜
面
に
須

恵
器
窯
跡
が
存
在
す
る
可
能
性

が
高
ま
り
、
邑
久
古
窯
跡
群
の

変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
な
発

見
と
な
り
ま
し
た
。

●
山
田
辻
畑
遺
跡

　
邑
久
中
学
校
か
ら
北
へ
６
０
０

 
の
扇
状
地
状
の
谷
の
東
斜
面
、

南
北
２
２
０
 
、
東
西
70
 
の

範
囲
に
所
在
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
５
カ
所
の
調
査
区
を
設

け
調
査
し
ま
し
た
。

　
南
面
す
る
丘
陵
斜
面
か
ら
弥

生
土
器
と
と
も
に
多
く
の
建
物

の
柱
穴
や
貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ

る
土
壙
が
見
つ
か
り
、
遺
跡
の

南
端
部
の
丘
陵
裾
で
貝
塚
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
貝
塚
の
広
が
り
は
長
さ
３
 

　×
幅
５
 
、
堆
積
層
の
厚
い
所

で
約
35
 
あ
り
、
堆
積
し
て
い

る
貝
は
、
す
べ
て
汽
水
域
で
生

息
す
る
シ
ジ
ミ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
時
期
は
、
土
器
の
表
面
を
ス

ジ
の
入
っ
た
工
具
で
な
で
た
よ

う
な
条
痕
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
縄
文
土
器
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
大
橋
貝
塚
（
邑
久
町

豊
原
）
と
同
様
、
現
在
の
千
町

平
野
と
し
て
完
全
に
陸
化
さ
れ

る
以
前
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
市
道
南
北
線

　
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
か
ら

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

キ　
ロ

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ

ど
こ
う

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　邑久町公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

赤ちゃんが生まれる 幼年版
ニルス・ダヴェルニエ　作

中島さおり 訳　杉本充弘 監修

寺尾正之　監修

後期高齢者医療がよくわかる

　高齢者を長屋の住人に例えて、
大家さん（国）、大家の息子（現役
世代）など、日本全体をある長屋
に置き換えて後期高齢者医療制
度のポイントを解説した本です。

竹間忠夫　著

「家庭菜園」この素晴らしい世界

　野菜作りに魅せられた著者が、
２０年の経験を著しています。健康
づくり、仲間との交流など、家庭菜
園の奥深い世界を探ってみませ
んか。

ルネ・メトレ　原案・絵

カモフラージュの本

　周りの場所や景色に合わせて
姿や体の色を変えたり、ほかの生
き物の姿をまねたりする生き物を
紹介します。透明のページをめく
ると絵が変わる楽しい本です。

　お母さんのおなかの中で赤ちゃ
んはすごい冒険をしています。子
宮で繰り広げられる１０カ月間の神
秘のドラマを、クリアな画像で再現
しています。

今月のおすすめ本

４つの遺跡の位置図

山田辻畑遺跡調査状況の様子

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

■災害時皆さんに役立つ情報をお届けします

避難情報など
災害時の情報伝達
　災害が発生したり、発生のおそ
れがある場合は、以下の方法で情
報を伝達します。
①防災無線
　サイレンと音声放送により、避
難情報などを放送します。
②広報車
　広報車による巡回放送を行います。
③テレビ・ラジオ放送
　放送事業者との協定で、避難情
報などをテロップなどで放送して
もらうよう、協定を結んでいます。
④メール配信
　市のメールマガジンを活用して、
避難情報などを配信します。
　メルマガ登録ページ：http://www.
city.setouchi.lg.jp/i/magazine.html
⑤ホームページ掲示板
　災害対策本部設置時には、市内
の災害情報や避難情報をホームペ
ージに掲載します。
　アドレス：http://www.city.setouchi.
lg.jp/cgi-bin/bousai_diary/diary.cgi
⑥災害用電話
　　０８６９－２２－０６９９
　　０８６９－２２－００３２
　防災無線の放送内容が録音され
ているので、内容を聞くことがで
きます。
⑦自主防災組織連絡網
　自主防災組織を結成している自
治会については、自主防災組織の
連絡網で連絡をお願いします。
※災害の種類・規模・状況によって、
　有効な情報手段は変わります。
　どれか一つに頼り過ぎないように、
　たくさんの手段を確保しておい
　てください。
　　災害時には、常に情報に気を
　配り、逃げ遅れないようにしま
　しょう。
■問い合わせ先
　市地域安全推進室
　　０８６９－２２－３９０４
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